
　

夏
季
は
電
気
使
用
量
が
多
く

な
る
時
期
で
す
。エ
ア
コ
ン
の
温

度
を
28
度
に
設
定
す
る
、複
数
の

エ
ア
コ
ン
使
用
を
控
え
る
な
ど
、

健
康
や
事
業
活
動
に
無
理
の
な

い
範
囲
で
省
エ
ネ
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。す
だ
れ
や
緑
の
カ
ー

テ
ン
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と

で
室
内
を
涼
し
く
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。市
役
所
で
も
さ
ら
な

る
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
生
活
環
境
課（
☎

66
・
１
０
６
４
）へ
。

　
身
近
な
生
活
の
中
で
感
じ
る

人
権
の
大
切
さ
や
差
別
の
な
い

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
の
願

い
を
訴
え
る
作
品
を
募
集
。１
人

２
作
品
ま
で
。

【
申
し
込
み
方
法
】９
月
13
日
㈮

ま
で
に
標
語
と
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
で
人
権
啓
発
推
進
課

（
☎
66
・
１
０
２
２
、
ＦＡＸ
62
・
９

８
９
１
）へ
。

　
市
の
人
口
や
経
済
、社
会
な
ど

の
統
計
資
料
を
掲
載
し
た「
令
和

５
年
版
舞
鶴
市
統
計
書
」を
作
成

し
ま
し
た
。

【
閲
覧
場
所
】
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、西
支
所
、加
佐
分
室
、東
・

西
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。
左

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　《
総
務
課
》

　
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
令
和
５
年
度
運
用
実
績

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

《
情
報
公
開
制
度
》　

　
行
政
文
書
の
開
示
請
求
件
数

は
70
件（
４
年
度
は
１
８
４
件
）。

実
施
機
関
別
で
は
、
市
長
が
61

件
、上
下
水
道
事
業
が
１
件
、教

育
委
員
会
が
１
件
、選
挙
管
理
委

員
会
が
１
件
、消
防
長
が
４
件
、

議
会
が
２
件
。請
求
に
対
す
る
決

定
は
、全
部
開
示
が
28
件
、部
分

開
示
が
28
件
、不
開
示
が
３
件
、

不
存
在
が
10
件
、存
否
応
答
拒
否

　
こ
の
た
び
、平
成
30
年
度
に
策

定
し
た
舞
鶴
市
立
地
適
正
化
計

画
の
改
定
案
を
作
成
し
ま
し
た

の
で
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
手
続
制
度（
市
民
意
見
提
出
制

度
）に
基
づ
き
、意
見
を
募
集
し

ま
す
。

【
募
集
期
間
】７
月
５
日
㈮
～
８

月
５
日
㈪

【
提
出
方
法
】様
式
は
自
由
。
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
載
し

「
舞
鶴
市
立
地
適
正
化
計
画（
案
）

に
対
す
る
意
見
」と
明
記
し
、郵

送
か
持
参
、フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ

ー
ル
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
問

い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
で
都
市
計

画
課
へ
。
匿
名
、電
話
、口
頭
に

よ
る
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
計
画（
改
定
案
）の
公
表
場
所
】

都
市
計
画
課
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
西
支
所
、
加
佐
分
室
、
各

公
民
館
、ま
な
び
あ
む
、東
・
西

図
書
館
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
。
下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可

【
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い
】

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮

し
て
最
終
案
を
作
成
。
ま
た
、意

が
１
件
。
な
お
、部
分
開
示
な
ど

に
対
す
る
審
査
請
求
は
２
件
で

し
た
。　

《
個
人
情
報
保
護
制
度
》

　
個
人
情
報
の
開
示
請
求
件
数
は

19
件（
４
年
度
は
25
件
）。
実
施
機

関
別
で
は
、市
長
が
12
件（
戸
籍
証

明
請
求
書
な
ど
）、病
院
事
業
が
１

件（
診
療
録
）、教
育
委
員
会
が
３

件（
教
育
相
談
個
人
票
）、消
防
長

が
３
件（
火
災
調
査
報
告
書
な
ど
）。

請
求
に
対
す
る
決
定
は
、全
部
開

示
が
６
件
、
部
分
開
示
が
13
件
。

な
お
、部
分
開
示
な
ど
に
対
す
る

審
査
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
運
用
実
績
の
詳
細
は
、市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き

ま
す
。
下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
。

　
ま
た
、行
政
文
書
や
自
己
情
報

の
開
示
請
求
な
ど
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

《
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
ご
利
用
を
》

　
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所

本
館
１
階
ロ
ビ
ー
）で
は
、市
政

に
関
す
る
計
画
書
や
報
告
書
、パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
自
由
に
閲

覧
で
き
ま
す（
コ
ピ
ー
可
。有
料
）。

▼
詳
し
く
は
総
務
課（
☎
66
・
１

０
４
４
）へ
。

見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
市

の
考
え
方
を
整
理
し
公
表
し
ま

す（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ

ん
）。

▼
詳
し
く
は
、都
市
計
画
課（
☎

66
・
１
０
４
８
）へ
。

人
権
標
語
を
募
集

令
和
５
年
版
統
計
書
を

作
成

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
令
和
５
年
度
の
運
用
実
績

舞
鶴
市
立
地
適
正
化
計
画

（
案
）に
ご
意
見
を

夏
の
省
エ
ネ
に
ご
協
力
を

市の取り組みや市政の現状を職員が説明
する出前講座。７月から新メニューに変
わりました。

【日時・場所】原則平日の9時～21時に
90分程度、場所は申し込み者で準備。市
内ならどこでも可

【対象】市内に在住・在勤・在学している

まちづくり出前講座まちづくり出前講座
人で構成するおおむね10人以上のグルー
プ（政治・宗教・営利活動を除く）

【申し込み方法】注文書（右下コードから
ダウンロード可）に必要事項を記入し、
１カ月前までに郵送かファクスで広報広
聴課（☎66・1041、ＦＡＸ62・79
51）へ。
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　舞鶴市の友好都市である大連市
から、国際文化観光行事「大連ア
カシア祭り」へ招待いただき、市
長をはじめとする代表団が同市を
訪問しました。
　陳

ちん

紹
しょうおう

旺大連市長との会談では
「青少年交流の再開」「港を活用
した交流の拡大」「人材交流」に
ついて、大変有意義な意見交換を
行いました。　
　今月には6年ぶりの大連市少年使

進む！まいづる！
市政の話題などを紹介

5年ぶりに大連市（中国）を訪問

【市長から】
　大連市との交流や日米韓合同訓練

など、世界に開か

れた港湾都市舞鶴を実感する行事が
多くありました。

今後もさまざまな分野で人々の交流
の輪が広がってい

くよう、市民の皆さんと一緒に取り組
んでいきます。TTO

POP
IICS 01CS 01

5 月 18 ～ 21 日 友好交流のさらなる発展

　舞鶴市発祥の京の伝統野菜・京のブラン
ド産品である「万願寺甘とう」が5月 16日、
初出荷を迎えました。11 月ごろまでがシ
ーズンの万願寺甘とうは市内をはじめ、京
阪神を中心に、さらには関東地方へも出荷
される舞鶴市が誇る特産品です。より多く
の人に知ってもらい愛されるよう、今後も
PRを進めていきます。
　今月のプレゼントにも登場（関連24㌻）。

　文化公園体育館で、両丹
地区園児大会が開催されま
した。舞鶴市・福知山市・
宮津市の私立幼稚園と認
定こども園の5歳児が集ま
り、歌や楽しいゲーム遊び
を通して交流を行いまし
た。
　「かけっこ」では市長を
はじめ、来賓者に園児がタッチして触れ合うなど、会場は子ど
も達のたくさんの笑顔であふれました。

TTO

POP
IICS 02CS 02

5 月 15 日　歌や遊びを通した交流

両丹地区園児大会

TTO

POP
IICS 03CS 03

5 月 16 日　もう食べちゃった？

万願寺甘とう初出荷

TTO

POP
IICS 04CS 04

６月４日  京都舞鶴港へ米韓海保機関船が入港

米国沿岸警備隊、韓国海洋警察庁の表敬訪問
　6月 6日に第八管区海上保安部と
米国沿岸警備隊、韓国海洋警察庁が、
丹後半島沖の日本海で合同捜索救助
訓練を実施しました。この訓練は海
難救助訓練において日本、米国、韓
国の連携・協力体制を強化するため、
初めて３カ国で実施したもので、舞
鶴海上保安部の巡視船「わかさ」も

節団の受け入れを予定しており、両
市のさらなる交流を深めていきま
す。

参加しました。
　訓練に先立ち、米国巡視船や韓
国警備艦が京都舞鶴港へ入港。船
長など乗組員が市長を表敬訪問し、
懇談や記念品の交換を行いました。




